
地　域 № 要　　望　・　意　　見 対応状況 担当課

赤岡町 1 　教育長を引き受けた理由について 完 教育長

赤岡町 2 　大学進学のための奨学金について 完 学校教育課

赤岡町 3 　セミナーの無料送迎バスについて 完 防災対策課

赤岡町 4 　公共施設等マネジメントについて 完 生涯学習課

赤岡町 5 　避難所に打込み井戸の設置について 完 防災対策課

赤岡町 6 　図書館で借りた図書の返却について 完 生涯学習課

赤岡町 7 　自衛隊赤岡官舎の入居について 完 防災対策課

【目次】



受　　付 　　　木曜日令和6年4月11日 赤岡町市民懇談会で意見聴取

要望・意見

　教育長を引き受けた理由は。

地域への
対応状況等

■当日回答■

ＮＯ．

赤岡町 1 対応状況 完

　教育長を引き受けた理由について

担当課 教育長

【  教育長　】
　１年間校長として出ていましたがそれ以前の３年間、学校教育課長を努めていました。
行政側のポジションとして関われていたということが教育長として名前が上がった理由の
一つです。
　教員としてより教育委員会組織に席をおいた年数が長かったことや、行政での経験値
もあり、教育長職、香南市行政に入ることに対して、抵抗感が薄かったことが一つの理由
にもなります。



受　　付 　　　木曜日

（２回目）
・対応日　　　　令和６年 ８月 ２３ 日　（金）
・対応課　　　　学校教育課

・対応方法　発言者との面談をしました。
　
・対応結果
　発言者から資料をもとに作成された奨学金制度案について説明を受けました。

（３回目）
・対応日　　　　令和７年 １月 ８日　（水）
・対応課　　　　学校教育課

・対応方法　　　発言者に学校教育課長より電話連絡
　
・対応結果
　提案していただいた無利子貸与奨学金について課内で検討した結果、今回は提案され
たないようを取り入れることは難しいという結論に至ったことを伝える。
　提案された内容については、今後の参考資料とさせていただく。

担当課 学校教育課

地域への
対応状況等

■当日回答■
【  市　長　】
　　返済まで計算した原資も減らない良いアイデアだと思います。しかしボートピア土佐
環境整備費に係る基金であることも考えなくてはなりません。また市全体で考えた場合、
赤岡町の子どもにはボートピア土佐環境整備費がありますが、他町の子どもに対して行
政として何ができるのか、市全体のバランスも考えなくてはなりません。
ボートピアの基金に関しては今まで赤岡町のために使ってきた経緯もあるため今後また
話をします。

■後日回答■
（１回目）
・対応日　　　　令和６年 ４月３０日　（火）
・対応課　　　　学校教育課

・対応方法　　発言者との面談をしました。

・対応結果
　発言者から今後、赤岡中学校区学校奨学金検討委員候補者に依頼をかけ、赤岡中学
校区学校奨学金検討委員会を立ち上げ、会議を重ね、できれば夏休み期間には、制度
設計をして提案をしていきたい旨の話がありました。学校教育課としても奨学金について
検討していく必要がある事案であり、今後、赤岡中学校区学校奨学金検討委員会からの
提案があればそれも踏まえて検討をしていきます。

ＮＯ．

赤岡町 2 対応状況 完

　大学進学のための奨学金について

要望・意見

　ボートピア土佐環境整備費を子ども（赤小・赤中・城山高の卒業生）の大学進学のため
の奨学金（無利子の貸付貸与の原資）に利用できないか。学生機構の奨学金が年間１４
４万円。県外の大学に進学した場合は家賃、生活費が必要なため奨学金では足らない。
あと１０万円は必要。４年間で４８０万円を貸付、１８年間で返還してもらう。学生機構分と
合わせて月５万円を支払う。５億円の原資があれば毎年１０人の子どもが大学に進学で
きる。返還してもらうため原資は減らない。卒業後に香南市に帰郷した場合は無利子とし
てはどうか。

令和6年4月11日 赤岡町市民懇談会で意見聴取



受　　付 　　　木曜日令和6年4月11日 赤岡町市民懇談会で意見聴取

要望・意見

　南海トラフ地震対策セミナーは、無料送迎バスはでないのか。

地域への
対応状況等

■当日回答■
【  防災対策課　】
　今回無料送迎バスを出す予定はしていませんが、検討します。

■後日回答■

（１回目）
・対応日　　　　令和６年　５月　１日　（水）
・対応課　　　　防災対策課

・対応方法　　　無料送迎バスを運行します。
　　　　　　　　　　①香南市役所（13：45）⇒香我美支所（14：00）⇒夜須公民館（14：15）
　　　　　　　　　　②旧吉川支所（13：45）⇒赤岡市民館（14：00）⇒夜須公民館（14：15）
　
・対応結果　　  無料送迎バスの運行を広報５月号で周知します。

ＮＯ．

赤岡町 3 対応状況 完

　セミナーの無料送迎バスについて

担当課 防災対策課



受　　付 　　　木曜日

要望・意見

　公共施設等マネジメントについて、赤岡町には文化的な施設がない。子どもたちが宿
題をする場所（図書室）、高齢者が仲間と過ごす場所（公民館）がない。ある物を統合し
ていくのもよいが、ない物にも視点を向けてほしい。
　新たな施設を作るのではなく、既存の保健センター２階の和室を図書室として利用させ
てはどうか。

地域への
対応状況等

■当日回答■
【  契約管財課　】
　図書室、公民館として今ある施設を利活用できないか検討します。４月２５日の公共施
設等の適正配置に関する方針説明会にて公共施設マネジメントについて現状と課題を
説明します。地域と協議をしながらこれからの子ども達にとってどういった施設が必要な
のか検討します。
　保健センターの２階和室の件につきましては、担当課と共有し検討します。

■後日回答■

（１回目）
・対応日　　　　令和６年６月１４日
・対応課　　　　 生涯学習課

・対応方法　　６月１４日開催の社会教育委員会で回答しました。
　
・対応結果
　赤岡町には公民館はございませんが、社会教育事業（公民館事業）を担う施設、赤岡
市民館がありまた、各地域には集会所が１０施設ございます。この施設を活用し、まちづ
くり自治会・協議会が中心となった地域で子どもや高齢者を見守る活動ができないか協
議していただき、その中で図書が必要となれば、その施設へ定期的な巡回図書を行うこ
とは可能ですので、ご検討願います。

　「既存の保健センター２階の和室を図書室として利用はできないか」とのご意見につい
てですが、現在、保健センターは、週５日と第１土曜日に放課後児童健全育成事業とし
て若杉児童クラブが活動していますので、施設の管理上及び子どもたちへの管理責任
において、十分な対応がとれないため、利用は考えておりません。

ＮＯ．

赤岡町 4 対応状況 完

　公共施設等マネジメントについて

令和6年4月11日 赤岡町市民懇談会で意見聴取

担当課 生涯学習課



受　　付 　　　木曜日

要望・意見

　洗濯や入浴のための生活用水の打込み井戸を避難所に掘ってほしい。
　なお、南国市は避難タワーには打込みがあるので参考にしてほしい。

地域への
対応状況等

■当日回答■
【  防災対策課　】
　井戸については１０年前に自主防災組織に水道水として利用できる井戸の調査をしま
したが、飲料水として使える井戸はなかったという経緯があります。今回改めて生活水と
して使える井戸がないか自主防災組織を通じて調査したいと思っていますが、市として
は井戸を掘ることは考えていません。

ＮＯ．

赤岡町 5 対応状況 完

　避難所に打込み井戸の設置について

令和6年4月11日 赤岡町市民懇談会で意見聴取

担当課 防災対策課



受　　付 　　　木曜日

要望・意見

　絵本を楽しむ環境づくり、こども向けバリアフリー図書購入についてもう少し詳しい説明
をお願いしたい。
　図書の返却について、支所等で対応してもらえないか。

地域への
対応状況等

■当日回答■
【  教育長　】
　より多くの方が利用しやすいもの、利用できる図書を考えています。普通の図書（絵本）
ではなく、興味をひかれるような図書です。
　図書の返却について検討します。

■後日回答■

（１回目）
・対応日　　　　令和６年４月１２ 日　（金）
・対応課　　　　生涯学習課

・対応方法　　電話により赤岡市民館での返却方法について伝えました。
　　　　　　　　　また、バリアフリー図書の説明をしました。
　
・対応結果　　返却場所として、赤岡市民館、吉川防災コミュニティセ
　　　　　　　　　ンターでの受入れについて協議を行い、市民館等での
　　　　　　　　　受け入れが可能となりました。

ＮＯ．

赤岡町 6 対応状況 完

　図書館で借りた図書の返却について

令和6年4月11日 赤岡町市民懇談会で意見聴取

担当課 生涯学習課



受　　付 　　　木曜日

要望・意見

　赤岡町にある自衛隊官舎に、子育て世代に住んでいただけるよう勧誘はできないか。

地域への
対応状況等

■当日回答■
【  市　長　】
　市民懇談会赤岡会場で、このような話があったことを自衛隊に伝えます。

ＮＯ．

赤岡町 7 対応状況 完

　自衛隊赤岡官舎の入居について

令和6年4月11日 赤岡町市民懇談会で意見聴取

担当課 防災対策課


